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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面が開口したボックス体のケース本体と、ケース本体の前面開口部を閉鎖するフロン
トカバーとを備えたケースを有し、
　前記ケースの側面から外方に突出する方向に付勢されてケース側面に対して進退動する
トリガーと、このトリガーの進退状態に応じてトリガーの突出方向と直交する方向にスラ
イド可能とされたスライダとが前記ケース内に納められ、このケース内のスライダに接続
されるとともにケースの他側面の挿通孔から突出する係止ピンが配設され、
　前記ケース内にはトリガーを案内するガイド溝が設けられており、このガイド溝内には
、トリガーの基部に接続したスプリングが配設されており、スプリングの弾性力によって
トリガーの先端部がケース側面に設けられた進退孔から進退動するように構成され、
　前記ケース内のスライダの内側部には係止凹部が設けられ、トリガーの基部寄りには、
前記係止凹部と互いに係合しうる係止凸部が突設され、前記係止凹部が係止凸部を係合捕
捉することでスライダのスライド動作を規制可能となされる一方で、スライダのスライド
方向の先端部がトリガーの係止凸部に当接することで係止ピンをケースの他側面から伸張
させて維持しうるように構成され、
　トリガーの中央部近傍にはケース側面の進退孔に内側から係止してトリガーの突出長さ
を規定する突出段部が形成され、係止凸部から突出段部に連続する面がスライダを通過さ
せることを許容しうる退避面となされ、トリガーの後退時にのみスライダのスライド動作
が可能となされて、前記係止ピンが、スライダのスライド動作によってケースの他側面か
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ら進退動することによって、所定のロック動作をなし得ることを特徴とするロック装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のロック装置において、
　前記ケース内には、スライダのスライド方向に板バネが配設されており、スライダの側
面には前記板バネに対向するクリック面が突設され、このクリック面に対向配置された板
バネの凸部が、スライダのスライド動作時にクリック面に当接および押圧されることによ
ってスライダを所定位置に保持するとともにスライド操作部におけるクリック感をもたら
すように構成され、
　前記スライダにはケースの外部から操作可能なスライド操作部が接続されて、トリガー
がスプリングを押圧して後退しているとき、このスライド操作部をスライダのスライド方
向に操作することによりスライダが退避面を通過してスライドし、係止ピンのケース他側
面からの突出長さが少なくとも伸張状態と後退状態の２段階に操作可能となされて、ロッ
ク保持またはロック解除を行うことを特徴とするロック装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のロック装置を備えてロック保持またはロック解除を行って障
子の開閉状態を操作可能とされた開閉窓であって、
　開口部枠に揺動開閉自在に支持された障子の戸先側に、前記ロック装置が取り付けられ
るとともに、障子の開放状態を規制しうるアームが配設されており、
　アームの一端は開口部枠に固定されたベースに軸支され、アームの他端にはロック装置
の係止ピンが係止可能なピン係止孔が設けられており、
　障子の閉止状態のとき、ロック装置のトリガーが開口部枠のトリガー受けに当接して後
退するとともに、スライド操作部が操作可能となされ、このスライド操作部をスライドさ
せることによって係止ピンとアームとの係止状態を切り換えられ、
　スライド操作部を操作して係止ピンが伸張状態となされたとき、係止ピンの先端部がア
ームのピン係止孔に係止し、障子の開放動作に連動して引き出されるアームが、障子の最
大開放範囲を規制して半開放状態に維持する一方、
　スライド操作部を操作して係止ピンが後退状態となされたとき、係止ピンの先端部はア
ームのピン係止孔から離間し、障子の開放動作にアームが追従せず、障子を全開放可能と
なされたことを特徴とする開閉窓。
【請求項４】
　請求項３に記載の開閉窓において、前記開口部枠に支持された障子は内開き式のすべり
出し窓であって、
　前記アームは、基端部がベースに回動可能に取り付けられた第１アームと、この第１ア
ームの先端に回動可能に取り付けられて他端にピン係止孔が設けられた第２アームとの２
連からなり、第１アームと第２アームとの開き角度によって障子の開閉状態が選択可能で
あり、
　さらに、前記開口部枠の上下枠に沿って摺動する窓スライダ、および障子の最大揺動角
度を規制するアーム部材を備えて、障子の吊元側が開口部枠に沿って摺動しながら開放位
置まで回動し、開口部枠に対してほぼ直角になる全開放状態まで開放可能とされているこ
とを特徴とする開閉窓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ロック装置、およびこのロック装置を備えて開閉状態を操作できる開閉窓に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の開閉窓としては、外開き式窓、あるいはすべり出し窓など多種提案されており、
室内側から操作可能なステーを備えて窓の開放範囲を規制するように構成された窓が知ら
れている。かかる窓には、開口部枠との間の接合隙間を利用して窓用のステーが配設され
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ている。
【０００３】
　例えば、特許文献１、２に記載されているステーは、開口部枠と窓との間にアームを設
け、室内側に設けた切り換えノブでアームの姿勢を待機位置と換気位置とに切り換えるこ
とにより、窓を全開放できる状態と、半開放等の換気開放位置に開放規制する状態とに選
択できるようにしている。これらのステーにおいては、窓が閉じられているとき、切り換
えノブを待機位置と換気位置とに切り換えて操作されるようになっている。
【特許文献１】特開平１１－２１０３０３号公報
【特許文献２】特開２０００－３８８６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のようなステーを備えた窓で内開き式の開閉方式を採用するとすれば、障子を室内
側へ開放したとき、室内にいる人が障子にぶつかってけがをするおそれがあるため、換気
や通風目的の場合には障子を半開放状態にして、その開放状態を固定できるようにしてお
くことが好ましい。特に、浴室等で使用される窓である場合、衣服を着用していないため
、開放された障子等が身体に触れると、より一層けがをしやすく、窓の開放時における安
全性は十分に考慮しておかなければならないものであった。
【０００５】
　また、窓を半開放状態にして通風等を行っている際、それ以上窓を開放できないように
ロック固定することによって、防犯性能を高めるとともに、誤って操作して幼児が転落し
ないようにすることも必要とされている。
【０００６】
　また、この種のステーを備えた窓では、開口部枠と窓枠との間に気密材を配設して両者
を密着させ、内外の気密性を保つようにするのが一般的である。しかし、前記特許文献に
開示されているようなステーの場合、戸先側の開口部枠と窓枠の当接部分に、ベースおよ
び牽制アームが介装され、操作ツマミの腕が気密材の上を横切って配置されているため、
この部分における気密性を確保することができない構造となっている。
【０００７】
　そこで本発明は、上記のような問題点にかんがみてなされたものであり、簡単な構造で
作動が確実なロック装置を提供するとともに、このロック装置を備えて障子の全開放およ
び半開放状態の容易な切り換え操作を可能として、窓を適切な位置に開放固定でき、操作
性、気密性、防犯性、および安全性等のいずれにも優れた開閉窓を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記した目的を達成するため、本発明のロック装置は、ケース内に納められ、ケースの
側面から外方に突出する方向に付勢されてケース側面に対して進退動するトリガーと、こ
のトリガーの進退状態に応じてトリガーの突出方向と直交する方向にスライド可能とされ
たスライダとを備え、トリガーの後退時にのみスライダのスライド動作が可能となされて
おり、このスライダに接続されるとともにケースの他側面に突出して配設された係止ピン
が、スライダのスライド動作によってケースの他側面から進退動することによって、所定
のロック動作をなし得ることを特徴としている。
【０００９】
　また、本発明では前記ロック装置において、ケース内にはトリガーを案内するガイド溝
が設けられ、このガイド溝内には、トリガーの基部に接続したスプリングが配設されてお
り、スプリングの弾性力によってトリガーの先端部がケース側面に設けられた進退孔から
進退動するように構成されている。
【００１０】
　また、トリガーの基部寄りには、スライダの内側部に設けられた係止凹部と互いに係合
しうる係止凸部が突設されており、前記係止凹部が係止凸部を係合捕捉することでスライ
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ダのスライド動作を規制可能となされる一方で、スライダのスライド方向の先端部がトリ
ガーの係止凸部に当接することで係止ピンをケースの他側面から伸張させて維持しうるよ
うに構成されている。
【００１１】
　そして、トリガーの中央部近傍にはケース側面の進退孔に内側から係止してトリガーの
突出長さを規定する突出段部が形成され、係止凸部から突出段部に連続する面がスライダ
を通過させることを許容しうる退避面となされており、前記スライダにはケースの外部か
ら操作可能なスライド操作部が接続されて、トリガーがスプリングを押圧して後退してい
るとき、このスライド操作部をスライダのスライド方向に操作することによりスライダが
退避面を通過してスライドし、係止ピンのケース他側面からの突出長さが少なくとも伸張
状態と後退状態の２段階に操作可能となされて、ロック保持またはロック解除を行うこと
で本発明は特徴づけられる。
【００１２】
　このような発明により、ロック装置はスライダの動作を切り換えることにより係止ピン
の突出長さを制御することができ、容易にロック保持およびロック解除を可能としている
。また、トリガーが突出しているときは、ロック保持またはロック解除のいずれかの状態
にあり、スライダを操作することが不能で、誤操作を回避することが可能となっている。
【００１３】
　また、本発明は、上記構成のロック装置において、ケース内にはスライダのスライド方
向に板バネが配設されており、スライダの側面には前記板バネに対向するクリック面が突
設され、このクリック面に対向配置された板バネの凸部が、スライダのスライド動作時に
クリック面に当接および押圧されることによってスライダーを所定位置に保持するととも
にスライド操作部におけるクリック感をもたらすことを特徴としている。
【００１４】
　これにより、スライド操作部を操作する使用者が、スライダの操作状態を把握しやすく
なり、また、スライド操作時の操作性も高められる。
【００１５】
　また、上記の目的を達成するため、本発明は前記いずれかの特徴を有するロック装置を
備えた開閉窓であって、開口部枠に揺動開閉自在に支持された障子の戸先側に、前記ロッ
ク装置が取り付けられるとともに、障子の開放状態を規制しうるアームが配設されており
、アームの一端は開口部枠に固定されたベースに軸支され、アームの他端にはロック装置
の係止ピンが係止可能なピン係止孔が設けられており、障子の閉止状態のとき、ロック装
置のトリガーが開口部枠のトリガー受けに当接して後退するとともに、スライド操作部が
操作可能となされ、このスライド操作部をスライドさせることによって係止ピンとアーム
との係止状態を切り換え、これによりロック保持またはロック解除を行って障子の開閉状
態を操作可能であることを特徴としている。
【００１６】
　かかる開閉窓においては、スライド操作部の操作によって係止ピンが伸張状態となされ
たとき、係止ピンの先端部がアームのピン係止孔に係止し、障子の開放動作に連動して引
き出されるアームが、障子の最大開放範囲を規制して半開放状態に維持する一方、
　スライド操作部の操作によって係止ピンが後退状態となされたとき、係止ピンの先端部
はアームのピン係止孔から離間し、障子の開放動作にアームが追従せず、障子を全開放可
能となされたことを特徴としている。
【００１７】
　また、本発明は、前記構成の開閉窓において、アームは、基端部がベースに回動可能に
取り付けられた第１アームと、この第１アームの先端に回動可能に取り付けられて他端に
ピン係止孔が設けられた第２アームとの２連からなり、第１アームと第２アームとの開き
角度によって障子の開閉状態が選択されることを特徴としている。
【００１８】
　また、前記構成の開閉窓は、開口部枠に支持された障子が内開き式であることが好まし
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い。
【００１９】
　このような開閉窓の構成により、障子の開閉を容易に操作することができるとともに、
障子の開放時にはロック装置を操作できないようにすることができるので、防犯性が高く
、安全性も高められる。
【発明の効果】
【００２０】
　上述のように構成される本発明のロック装置によれば、簡単な構造で作動が確実となり
、また、本発明の開閉窓においては、当該ロック装置を備えることによって窓の開放状態
を全開または半開状態に制御でき、操作性、気密性、防犯性、および安全性のいずれにも
優れた開閉窓を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明に係るロック装置および開閉窓を実施するための最良の形態について、図
面を参照しつつ説明する。
【００２２】
　図１～図３は本発明のロック装置を示し、図１はロック装置の分解斜視図、図２はロッ
ク装置のケース内を示す説明図、図３（ａ）は係止ピンの後退状態を示す説明図、図３（
ｂ）は係止ピンの伸張状態を示す説明図である。
【００２３】
　なお、以下の説明において、ロック装置１の説明中における方向性を図１に表示した前
後および上下方向を用いて説明する。
【００２４】
　ロック装置１は、後述する開閉窓（１０）の障子（８）の隅角部に取り付けられる。ロ
ック装置１のケース２は、前面が開口したボックス体で構成されてトリガー（水平突出杆
）３等の部品が嵌め込み式に納められる合成樹脂製のケース本体２１と、ケース本体２１
の前面開口部を閉鎖しうるフロントカバー２２とを備えている。ケース本体２１の一側面
には、トリガー３の進退孔２１１が設けられており、他側面（下面）には係止ピン挿通孔
２１２が設けられている。なお、本発明において、ケース２は合成樹脂製であることに限
定されず、どのような材質からなるものであってもよい。
【００２５】
　フロントカバー２２はネジ孔２２１を有し、このネジ孔２２１から、ケース本体２１に
設けられたネジ受け２１３に小ネジ等の止着具２２３を螺合させることにより、ケース本
体２１と一体に固定される。また、ケース本体２１の内側面には、ナット保持部２１４が
形成されており、ロック装置１を固定するビスに螺合させるナット２１５を収容可能とな
っている。
【００２６】
　このケース２内には、ケース本体２１の側面に対して進退動するトリガー３と、このト
リガー３の進退状態に応じてトリガー３の突出方向と直交する方向にスライド可能とされ
たスライダ４とが納められている。
【００２７】
　ケース本体２１には、トリガー３を案内するガイド溝２１６が設けられ、このガイド溝
２１６にトリガー３が納められている。また、このガイド溝２１６内には、トリガー３の
内部に接続するスプリング３１が配設されており、スプリング３１の弾性力によってトリ
ガー３は、ケース本体２１の側面の進退孔２１１から、ケース２の外方に突出する方向に
付勢されている。そして、図１に示すように、かかるトリガー３の先端部の斜面３２が押
圧されていると、トリガー３がスプリング３１を押圧しつつガイド溝２１６に沿って後退
する。また、この押圧が解除されるとスプリング３１の作用でトリガー３が突出方向（左
方向）へ前進して突出し、適宜、進退孔２１１に対して進退動しうるように構成されてい
る。
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【００２８】
　一方、スライダ４は、ケース２内において、トリガー３と直交する方向（図１における
ケース本体２１内の上下方向）にスライドするように構成されている。また、ガイド溝２
１６のスプリング３１の下部位置においては、スライダ４はスライド動作時にガイド溝２
１６を回避しうるように、トリガー３の基端側（図１におけるケース本体２１内の右側寄
り）においては、回避空間が形成されるとともにピン保持部４１が設けられて、全体とし
て略Ｌ字状に形成されている。
【００２９】
　スライダ４のピン保持部４１には、ケース本体２１の係止ピン挿通孔２１２から突出す
るように配設された係止ピン４２が接続されている。この係止ピン４２は、スライダ４の
スライド動作によってケース２の下面から進退動することにより、所定のロック動作をな
すように構成されている。また、スライダ４の内側部は、凹状に切り欠かれて、係止凹部
４３が形成されている。
【００３０】
　次に、トリガー３の細部形状について説明すると、トリガー３の基部寄りには、スライ
ダ４の係止凹部４３と互いに係合しうる係止凸部３３がケース本体２１の開口部の方向に
突設されている。この係止凸部３３を、スライダ４の係止凹部４３が係合捕捉するとき、
スライダ４のスライド動作が規制可能となされる仕組みである。
【００３１】
　また、スライダ４をケース２内の下部に位置させたときは、スライダ４のスライド方向
の先端部、すなわち係止凹部４３の上部が、トリガー３の係止凸部３３の下側面に当接す
ることで上方へは移動できず、スライダ４に接続する係止ピン４２をケース本体２１の下
面から伸張させた状態を保持するように構成されている。
【００３２】
　例示の形態においては、かかる係止ピン４２のケース２下面からの突出長さは、スライ
ダ４とトリガー３との係合関係により、少なくとも伸張状態と後退状態の２通りあり、こ
れら伸張状態と後退状態の２段階に操作可能となされている。
【００３３】
　さらに、トリガー３の突出方向における中央部近傍には、ケース本体２１の進退孔２１
１に内側から係止してトリガー３に作用するスプリング３１の弾性力を受ける突出段部３
４が形成されている。この突出段部３４は、進退孔２１１の内側に当接することにより、
トリガー３の突出長さを規定するように機能する。
【００３４】
　また、トリガー３の突出方向に連続する、係止凸部３３から突出段部３４に繋がる平面
は、スライダ４を通過させることを許容するための退避面３５となされている。すなわち
、スライダ４がスライド動作する際には、トリガー３の退避面３５を通過してスライドす
るように構成されている。
【００３５】
　ロック装置１において、スライダ４にはケース２の外部から操作可能なスライド操作部
５が接続されている。スライド操作部５は、前面にツマミ部５１、背面に嵌合脚部５２を
それぞれ有し、フロントカバー２２およびフロントカバー２２に添設される化粧プレート
２３にそれぞれ設けられたガイドスリット２２４，２３１を介してケース２内のスライダ
４に接続されるようになっている。
【００３６】
　スライド操作部５とスライダ４とは、スライダ４に設けられた嵌合用孔４４に、スライ
ド操作部５の嵌合脚部５２を嵌め込むことで接続されている。また、嵌合脚部５２の側面
には、爪部５２１が突設されており、スライダ４の嵌合用孔４４に嵌め込まれると両者を
固定し、抜けを防止するようになっている。これにより、ツマミ部５１を保持してガイド
スリット２２４，２３１に沿ってスライド操作部５をスライドさせることにより、ケース
２内のスライダ４を操作することが可能となっている。
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【００３７】
　ここで、トリガー３がスプリング３１を押圧して後退しているとき（すなわち図２の状
態のとき）、このスライド操作部５をスライダ４のスライド方向の上方へスライドさせる
ことによって、スライダ４が退避面３５を通過して上方へスライドする。そして、トリガ
ー３の押圧を解除するとトリガー３が突出し、係止凹部４３にトリガー３の係止凸部３３
が係合捕捉される。これにより、スライダ４のスライド動作が規制されて、スライダ４に
接続する係止ピン４２が後退状態で固定され、図３（ａ）の状態となる。
【００３８】
　また、図３（ａ）の状態から、図３（ｂ）の状態にするには、トリガー３がスプリング
３１を押圧して後退しているとき、スライド操作部５をスライダ４のスライド方向の下方
へスライドさせる。これにより、スライダ４が退避面３５を通過して下方へスライドする
。続いて、トリガー３の押圧を解除するとトリガー３が突出し、スライダ４の先端部（上
部）がトリガーの係止凸部３３の下側面に当接するので、係止ピン４２が伸張状態に固定
される。
【００３９】
　さらに、ケース２内には、スライダ４の側部に、スライダ４のスライド方向に沿って板
バネ６が配設されている。例示の形態では、この板バネ６は、細長い矩形状に枠組みされ
た樹脂製の板バネであり、側部が弾性反発しうるように構成されているが、樹脂製である
ことに限定されない。また、板バネ６の側部中央には凸部６１が突設されている。
【００４０】
　これに対し、板バネ６に対向するスライダ４の側面には、スライダ４のスライド距離に
対応させたクリック面４５が突設されている。これにより、スライダ４をスライド方向の
上方へスライドさせるとき、クリック面４５が、これに対向配置された板バネ６の凸部６
１を押圧しつつ乗り越え、凸部６１の上方に移動するようになっている。そして、図３（
ａ）に示したように、板バネ６の凸部６１がクリック面４５の段部を乗り越え、スライダ
４の係止凹部４３にトリガー３の係止凸部３３が係合捕捉する位置に達したところで、ス
ライダ４を停止させたまま維持しうるものとなっている。
【００４１】
　加えて、スライダ４のスライド操作時には、クリック面４５が板バネ６の凸部６１を押
圧しつつ乗り越えて、凸部６１の上方または下方に移動することでクリック感を生じ、こ
れがスライダ４を介してスライド操作部５に伝達されるため、使用者にクリック感をもた
らして操作性を高めることができるようになっている。
【００４２】
　このように構成されるロック装置１は、係止ピン４２が後退状態のとき（図３（ａ）参
照）と伸張状態のとき（図３（ｂ）参照）とで、それぞれロック解除またはロック保持を
行うものとなる。
【００４３】
　次に、前記ロック装置の具体的用法として、図４～図６に示す本発明の開閉窓について
説明する。図４は開閉窓の全開放時を示す断面図、図５は開閉窓の半開放時を示す断面図
、図６は開閉窓の閉止時を示す断面図である。なお、これらの各図においては図面を見や
すくするために、開口部枠７や障子８等の構成部材には断面を示すハッチングを省略して
記載している。
【００４４】
　図示する開閉窓１０は、内開き式のすべり出し窓を例示しており、開口部枠７に揺動開
閉自在に支持された障子８の戸先側下端にロック装置１が取り付けられている。また、開
口部枠７には、障子８の開放状態を規制するためのアーム９が配設されている。
【００４５】
　アーム９は、開口部枠７に固定されたベース９１と、ベース９１に軸支された第１アー
ム９２、第２アーム９３を備えている。
【００４６】
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　このアーム９は、基端部がベース９１に回動可能に取り付けられた第１アーム９２と、
この第１アーム９２の先端部に、その基端部が回動可能に取り付けられて先端部にピン係
止孔９３２が設けられてロック装置１の係止ピン４２が係止可能となされた第２アーム９
３との２連で構成されている。
【００４７】
　そして、第１アーム９２と第２アーム９３とがベース９１から伸張したときの開き角度
によって、障子８の開口部枠７に対する角度が選択されるようになっている。
【００４８】
　ここで、第２アーム９３の基端部にはストッパ部９３１が延設されており、このストッ
パ部９３１が第１アーム９２の先端に設けられた爪部９２１に当接すると、アーム９の伸
張が固定される。したがって、アーム９の開き角度は、第２アーム９３のストッパ部９３
１の形状によって決定され、例示の開き角度には限定されるものではない。
【００４９】
　さらに、開閉窓１０の開口部枠７には、障子８との間にリンク機構からなるすべり出し
用ステー７１が取り付けられている。すべり出し用ステー７１は、複数のリンクをピン連
結したリンク機構からなり、すべり出し窓用に一般に用いられている構造のものを適用す
ることができる。例示のすべり出し用ステー７１は、図４，５に示すように、開口部枠７
の上下枠に沿って摺動するスライダ７３、および障子８の最大揺動角度を規制するアーム
７４を備えた構成とされている。これにより、障子８の吊元側は所定の距離だけ開口部枠
７に沿って摺動しながら開放位置まで回動し、開口部枠７に対してほぼ直角になる全開放
状態まで開放できるようになっている。
【００５０】
　次に、このような開閉窓１０の動作、および開閉動作に伴うロック装置１の動作につい
て説明する。
【００５１】
　例示の形態では、ロック装置１は、開閉窓１０の半開放状態と全開放状態の２通りを選
択できるように構成されている。すなわち、ロック装置１のスライド操作部５を上方（全
開）と下方（半開）とのいずれか一方にスライド操作することによって、係止ピン４２を
ケース２の下面から進退動させて障子８の開放角度を選択することができるものである。
【００５２】
　例えば、係止ピン４２を伸張状態とするとき、開閉窓１０を半開放状態とすることがで
き、係止ピン４２を後退状態とするとき、開閉窓１０を全開放状態とすることができるよ
うに構成されている。
【００５３】
　図６に示す開閉窓１０の障子８が閉止状態のときには、ロック装置１は図２に示す状態
となっており、トリガー３の先端部は開口部枠７のトリガー受け７２に当接して、トリガ
ー３がケース２内に後退している。また、かかるロック装置１のケース２内においては、
トリガー３が後退していることによってトリガー３とスライダ４とが干渉せず、スライダ
４はスライド可能な状態となっている。この状態においては、スライド操作部５は操作可
能であり、スライド操作部５のツマミ部５１を保持して上下方向のいずれかにスライドさ
せることによってアーム９の状態を切り換えることが可能となっている。
【００５４】
　ここで、スライド操作部５を図中上方へスライドさせると、ツマミ部５１を保持した手
にクリック感が得られ、これとともに、図３（ａ）に示したように、係止ピン４２が後退
状態となる。これにより、係止ピン４２の先端部は第２アーム９３のピン係止孔９３２か
ら離間して、障子８の開放動作とアーム９との連動性が解除され、開閉窓１０が全開放可
能となる。このとき、図４に示すように、アーム９は開口部枠７に納まったままの状態で
あり、すべり出し用ステー７１によって全開放状態まで開放される。
【００５５】
　また、フロントカバー２２に添設された化粧プレート２３おいては、スライド操作部５
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が上方に位置することにより上方の表示「半開」が隠されて「全開」の表示だけが視認で
き、当該操作により開閉窓１０を全開放可能となったことが使用者に示されている。さら
に、障子８が開放されているときには、スライド操作部５を操作することはできないため
、幼児などによる誤った操作を防止することもできる。
【００５６】
　一方、スライド操作部５を図中下方へスライドさせると、ツマミ部５１を保持した手に
クリック感が得られ、これとともに、図３（ｂ）に示したように、係止ピン４２が伸張状
態となり、係止ピン４２の先端部が第２アーム９３のピン係止孔９３２に係止する。これ
により、図５に示すように、障子８の開放動作と連動してアーム９が引き出され、障子８
の最大開放範囲が規制されて、開閉窓１０が半開放状態に維持される。このとき、化粧プ
レート２３においては、スライド操作部５が下方に位置して「半開」の表示が視認でき、
当該操作により開閉窓１０を半開放可能となったことが使用者に示されている。
【００５７】
　このとき、ロック装置１のケース２内においては、トリガー３がスプリング３１の弾性
力によって突出方向に付勢されており、スライダ４の上部がトリガー３の係止凸部３３の
下側面に当接するようになっているので、スライド操作部５の操作もできない構造となっ
ている。したがって、開閉窓１０を半開放状態としているときには、ツマミ部５１をスラ
イドさせようとしても動かすことができず、障子８を全開放状態に切り換えることはでき
ないため、誤操作を防止でき、防犯上も有利である。
【００５８】
　また、図６に示すように、開放された状態の障子８を閉止すると、トリガー３の先端部
がトリガー受け７２に当接することによって、ケース２内においてはトリガー３とスライ
ダ４との係合捕捉が解除され、スライド操作部５のツマミ部５１を操作することによって
、障子８の全開放または半開放の選択をすることができる。
【００５９】
　このように、開閉窓１０に設けられたロック装置１は、障子８が閉止状態のときのみ操
作でき、障子８が開放されているときには、その構造上、スライド操作部５を操作しよう
としても作動しないように構成されているので、防犯性が高まり、また、誤操作を防ぐこ
ともできる。
【００６０】
　また、図５に示すように、開口部枠７の奥行き方向に幅広の額縁７０を設け、この額縁
７０の奥行きの範囲内で障子８を半開放できるようにアーム９で障子８の開き角度を設定
してもよい。これにより、障子８が身体に触れる可能性が低減して、ぶつかったりけがを
したりするのを回避して安全性を高めることが可能になる。
【００６１】
　なお、上記実施形態の説明においては、本発明に係るロック装置１を開閉窓１０の開閉
制御に用いた例を説明したが、ロック装置１の用途はこれに限定されず、係止ピン４２の
伸張・後退によるロック保持またはロック解除を利用できるものであれば、どのようなも
のにも用いることができる。また、内開き式のすべり出し窓を例にあげて説明したが、本
発明に係る開閉窓１０はこれに限定されず、開口部枠７に揺動開閉自在に支持された障子
８がロック装置１によって開閉状態を操作可能となされた構成のものであれば、どのよう
な開閉窓であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明のロック装置は、扉等の建具の開閉を操作するものとして好適に利用することが
でき、また、本発明の開閉窓は、住宅の浴室などのように換気を必要としたり、安全性ま
たは防犯性を必要としたりする居室の窓に好適に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明に係るロック装置の分解斜視図である。
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【図２】本発明に係るロック装置のケース内を示す説明図である。
【図３】（ａ）は係止ピンの後退状態を示す説明図、（ｂ）は係止ピンの伸張状態を示す
説明図である。
【図４】本発明に係る開閉窓の全開放時を示す断面図である。
【図５】本発明に係る開閉窓の半開放時を示す断面図である。
【図６】本発明に係る開閉窓の閉止時を示す断面図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　　　ロック装置
　２　　　ケース
　２１　　ケース本体
　２１１　進退孔
　２１２　係止ピン挿通孔
　２２　　フロントカバー
　３　　　トリガー
　３１　　スプリング
　３３　　係止凸部
　３４　　突出段部
　４　　　スライダ
　４１　　ピン保持部
　４２　　係止ピン
　４３　　係止凹部
　４４　　嵌合用孔
　４５　　クリック面
　５　　　スライド操作部
　５１　　ツマミ部
　５２　　嵌合脚部
　６　　　板バネ
　６１　　凸部
　７　　　開口部枠
　７２　　トリガー受け
　８　　　障子
　９　　　アーム
　９１　　ベース
　９２　　第１アーム
　９３　　第２アーム
　９３２　ピン係止孔
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